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心
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人
間
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
自
分

の
欲
す
る
も
の
、
例
え
ば
食
物
な
ど

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
お
金
を
作
り

出
し
た
。
お
金
そ
の
も
の
に
本
来
そ

の
価
値
は
な
い
け
れ
ど
、
約
束
事
と

し
て
、
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

そ
れ
を
使
う
も
の
が
互
い
に
認
識
す

る
こ
と
で
、
お
金
社
会
が
成
立
し
て

い
る
。
現
在
で
は
、
さ
ら
に
通
信
網

を
使

っ
て
お
金
の
授
受
が
行
わ
れ
た

こ
と
と
し
て
、
実
際
に
は
お
金
そ
の

も
の
が
授
受
さ
れ
な
い
の
に
、
物
だ

け
が
動
い
て
い
る
。
い
ま
、
お
金
が

一
人
歩
き
を
は
じ
め
て
い
る
。
何
か

ら
何
ま
で
お
金
で
済
む
世
の
中
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
土
地
さ
え
も
そ
の

例
外
で
は
な
い
。
１
坪
何
百
万
円
と

い
う
土
地
も
あ
る
。
地
方
の
人
が
都

会
に
押
し
寄
せ
、
都
会
の
農
家
は
何

も
し
な
い
で
資
産
家
に
な
っ
て
し
ま

い
、
税
金
や
巨
額
の
相
続
税
で
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
土
地
を
手
放
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
が

一
方
で
、
家

一
件
分
の
土
地

を
売
る
と
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

生
涯
所
得
よ
り
も
多
い
お
金
が
手
に

は
い
る
よ
う
に
も
な

っ
た
。
不
動
産

屋
は
、
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
て
土

地
を
買
い
、
転
売
し
て
あ
ぶ
く
銭
を

手
に
し
た
。
額
に
汗
し
な
い
で
巨
額

の
お
金
を
手
に
い
れ
た
人
は
、
欲
し

い
も
の
を
何
で
も
買
っ
た
。

地
球
上
に
は
１
０
０
以
上
の
国
家

が
あ
る
が
、
そ
の
優
劣
を
Ｇ
Ｎ
Ｐ
⌒国

民
総
生
産
）
で
計
る
こ
と
が
多
い
。

日
本
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
世
界
何
位
だ
と

い
わ
れ
る
。
戦
後
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
飛
躍
的

に
伸
び
て
日
本
は
経
済
大
国
の
仲
間

野
川
で
遊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
の
会

代
表
　
尾
辻
　
義
和

入
り
を
し
た
。
日
本
の
国
民
は
勤
勉

に
働
い
た
。
戦
後
の
貧
し
い
生
活
か

ら
、
洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
の

あ
る
豊
か
な
生
活
？
を
め
ざ
し
て

一

生
懸
命
に
働
い
た
。
し
か
し
、
物
質

的
に
は
足
り
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る

が
、
心
の
充
足
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

調
布
に
住
み
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
人
の
３
０
％
の
人
が
そ
の
理
由

に
自
然
環
境
の
良
さ
を
あ
げ
て
い

る
。
（平
成
４
年
度
調
布
市
市
民
意
識

調
査
よ
り
）
春
に
な
る
と
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
や
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
が

か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
て
、
私
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
何
に

も
代
え
難
い
環
境
を
失
う
こ
と
は
い

っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
失
う

こ
と
に
等
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
考

え
て
し
ま
う
自
分
が
い
や
に
な
る
。

お
金
以
外
の
も
の
さ
し
は
こ
の
世
に

は
な
い
の
か
。
心
の
充
足
を
は
か
る

も
の
さ
し
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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オイカワ

夏の手いさかり、口焼けした半ズボン姿の

子供たちが手綱を構え水の中をうかがつてい

ました。藤まで水につから,、 身をかがあて一

点を凝視しています.その姿はさながらII物

をねらう層の颯を連想させました。

彼らがねらつていたのは.野川―の俊足 (

俊沐 ?)オ イカワでした.闘点ではヤマベと

も呼ばれていますが,水に冷たい漢流にすむ

ヤマメと名前が似ていることから。しばしば

間違えられます.{jL海道や彙〕ヒの一部では

ヤマメをヤマペと呼んでいるから。r.・ ぉャャ

コしい 1)関西のほうでは単縄にハエと呼ば

れています.

よく見ると。体がメタリックな緑色に光り

〔録釉の釉藁のように)、 オスの尻ヒレはレ

ースのような大きさと漁手さを持っています.

大昔から多摩川にいたかどうかは定かでは

ありませんが、浅 く開けた瀬を好むことか

ら、近年、多摩
":や

野川で数多く見ることが

できます.も つともも河″1改修でどこもかし

こも濃 く開けた瀬ばかりになつてしまいまし

たが・・

夏が近づいてでくると。オスの鼻先に無数

の白いにきびができます。また、橋の上から

はベアの産中の様子を見ることができます。

3ス前、水精内に川砂をひいて環境を整えてお

いたら、・8月 になつて濾過 〔らか)義
=の

中

に無数の稚魚が沐いでいて大慌てになつたこ

とがあります.             :
漉過義Eのある水槽なら飼育も可能です

が.遊泳力が強いので小さい水槽ではやあた

ほうがいいでしょう.採集のときはも網を.;じ

るうのではな く。石の下に隠れたら静かに手

個み してや ります. (N)

露
と
水
滴

Ａ
そ
の

一
Ｖ

世
の
中
、
何
で
も
そ
う
な
ん
だ
け
れ
ど
、

「
き
れ

い
」
と
か

「
き
た
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
基
準
は
、

か
な
り
そ
の
人
の
主
観
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
に

思
う
。
い
っ
た
い
ど
の
点
を
境
に
し
て

「
き
れ
い
」

「
き
た
な
い
」
が
分
か
れ
て
く
る
の
か
明
確
に
説
明

で
き
る
人
な
ん
か
護
も
い
な
い
。

水
の
汚
れ
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
、　
一
本
の
水
道
管

か
ら
流
れ
て
い
る
の
に
、
毎
日
飲
む
水
も
手
を
洗
う

水
も
、
ト
イ
レ
で
流
す
水
も
す
べ
て
別
々
で
な
け
れ

ば
気
持
ち
が
悪
い
．
あ
る
い
は
理
科
の
実
験
で
使
う

蒸
留
水
を
ガ
ブ
ガ
ブ
と
飲
ん
で

「
う
ま
い
ん
だ
な
、

コ
レ
が
！
」
と
や
れ
ば
．
護
だ
っ
て
、
精
神
的
な
屈

折
を
同
情
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
．
江
戸
川
や
淀
川
の

よ
う
に
、
下
水
の
放
流
回
の
す
ぐ
下
流
に
水
道
の
取

り
入
れ
日
が
あ
っ
て
も
、
蛇
日
か
ら
出
て
く
る
水
道

で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
み
ん
な
は
ガ
マ
ン
し
て
し
ま

ス′
．水

の

「
き
れ
い
さ
」
を
表
す
尺
度
で
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
い

う
の
が
あ
る
け
れ
ど
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
ゼ
ロ
の
水
の
中
で
魚

を
飼

っ
て
い
る
と
大
概
は
長
生
き
し
な
い
。

「
水
清

く
し
て
魚
棲
ま
ず
』
の
原
則
は
古
今
東
西
不
減
で
あ

る
．僕

た
ち
が

「
汚
い
」
と
い
っ
て
い
る
根
源
が
実
は

生
物
界
の
パ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
り
。

「
き
れ
い
」
と
思

っ
て
い
る
裏
に
は
単
に
数
字
の
ラ

ン
ク
づ
け
や
外
見
か
ら
く
る
安
心
感
に
過
ぎ
な
い
。

そ
ん
な
ヘ
ソ
曲
が
り
な
発
想
か
ら
、
下
水
処
理
の

問
題
を
考
え
て
み
た
い
。



昨年 、三鷹 市で開催 された「都

市市民の立場で考える『 今なぜ

農 なのか』」とい う連続講座 に参

加 しま した。 これは、"み たか市

民ネ ッ トワー ク"が 主催 して農

協青年部 と市役所の若手職員、

都市住民の方々が一緒 になちて

都市農業 について考えてみ よう

とする試みで した。第 4回 目の

講座 は、実際の農家を見学 して

を始めま した。毎朝水 をや るの

が楽 しみで した。 し,か し、ナス
が実 をつけて 1ケ 月位 した頃か

ら次第 に元気がな くなつて きま
した。あ る日曜 日、 よ くみ ると
ナスの花の まわ りや葉の裏側 に
ビッシ リとアプラ虫がついてい

ました。 とて も手で と りきれ る

ような状態ではな く、 しかたな

く、近 くの農 家で農薬 を少 し分

み よ う と い

う 企 画 で し

た。
三 鷹 市 中

原 の 星 野 さ

ん の お 宅 は

広 大 な 農 地

と庭の大本、

農 具 の 入 つ

た納屋 と、そ

れ は 懐 か し

い 田 舎 の に

お い か し ま

した。ビニー

ル ハ ウ ス 内

の 実 験 農 場

と も 云 え る

スペースは、

品 種 改 良 な

頑張れ都市農叢 (4)
け て も ら つ

て か け ま し

た。 日頃、無
農薬、有機農

業 を な ど と
云 つ て い る

自 分 が こ の

有様で した。

多 く の 者5
市 住 民 は 自
分 の 周 囲 に

農 地 が 残 つ

て 欲 しい と
云い ます。安
くて 安 全 で

お い しい 作
物 に は 想 像
以 上 の 手 間
が か か っ て

どのさまざまな試みが されてい

て、本 当に農業 を愛 してい るの

だ とい う気持 ちがひ しひ しと伝

わ って きま した。

星野 さんの畑のナスは東京一

だ ということで したが、キユウ

リや トマ トもそれは見事なもの

で した。大 きなた らいにいつぱ

い浮かんでいた トマ トをみんな

で ごちそ うにな りま した。見学

の終わ りに分けていたたいた一

本のナ スの苗で、ベランダ裁培

依田 輝男

います。都市住民が農的環境 を

望むのであれば、そのコス トを

負担する必要があるで しよう。

緑 と上 と水を守 つて きた農業の

価値 に思 いをよせて、 もつと農

業の ことを実地で知 る必要があ
ります。 1本 のナスを育てて、
そんなことを考えま した。



「野り| 汐ンポジウム」で思つたこと
三多摩問題調査研究会 鈴木聖子

それは、 9月 5日 1992年 )

の昼下が り、調布市 グ リー ンホール

・小 ホールで行われた。行政 と市民

の代表 そ して司会が真 ん中で半 円

卓を囲み 、それを見守 る工、々 はパ ウ

ム クーヘ ンの よ うに幾重 にも重 な

り、「調布の地下水 」.麦 茶 &小金井

「ボル シェ」特製「野川サブ レー 」

を頬張 りなが ら固睡 を飲む。ちなみ

に「 シンポジウム」の語源 は古代 ギ

リシャの対話・ 座談 を伴 つた酒宴

"symposion"で あ り =円 卓 を囲 んで

いた らしい。この シンポは洒 ぬ きで

あるが (麦 はお茶 だけ }ま さ しくそ

の通 り。元祖 シンポジウムの心 を踏

襲 したも tJJと 言 えよう。すごいぞつ

1

ま すは、野川」J宝物 、鍔 山さんの

素敵 なスライ ドで野川の抱 える FHl題

を再確認 した。次 :よ 、東京都職員 (都

市計画局・都市建設局 。環境保全局

・下水道局 )と 市民代表 によるパネ

ルデ ィスカッシヨレ.都職員の中に

は初 めて市民 にさ らされてよほ ど怖

かった ら しく、震 えていた人 もいた

そ うだ。別 に捕 って食 った りは しな

いか ら、市民 との対話 に慣れて、市

民参加型行政へ と脱皮 していつてほ

しいもu_lだ 。 と同時 に、市民 も11政

の論理 、や り方 を知 った ら {認 める

のでない)行政 。市民の すれ違 いの

原因が見えて 〈るか も しれな い。都

議員の ひと りに、ふ るさとで流行 っ

た疫病 に多 くの人命が奪 わ れた体験

か ら、人々を救 うため衛 生工学 を専

攻 して行政
・マンにな った、 という人

がいた。行政 に携わ るメ、間 も最初 は

高 い志 しに胸躍 らせ 、「ひ と Jに 想 い

を馳せていたのではないのか 。 どこ

か ら市民のサー ビス業 で あるはずの

行政が「ひ と」を忘 れ 、業務 の遂行

にのみ囚われて い くのだ ろ う。もと

もとの想 いは行政 と市民でそ んな に

違 うのだろ うか 。ふ と考 えて しまっ

た土曜の昼下が りであった。

水辺らしさを残す野
'Il

_″ /″
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三多摩自然環境センター

金子 博

がスター ト

《現在 会員募集中》

多摩地区の環境問題 に関心の ある

市民が 、同 じ課題 につ いて話合 いや

情報 の交流がで きる場所の必要性が

望 まれて いる。河川改修 を例 にとっ

ても、野川 をは じめ落合川 、平井川 、

浅川 な どで市民が行政 に対 して異論

を 唱 え て い

る。これ ら水

系の異なる市

民が互 いに連

帯 しなが ら、

共通の問題 に

取 り組 む こと

も必要な場面

事務局は、情報セ ンター的な役割 と

して位置づける。③ TAMAら いふ

21事 業 とのかかわ りは、各 自の判断

を尊重する。

運営は月一度の編集作業 を兼ねた

会議 (会員の自由参加 による)が 中

心 とな って い

る。代表 には横

山十四男 (み ん

なの土手の会 )

が 選 任 され て

いる。特徴的な

の は事 務 局 業

務 の 一部 を委

も出て くる。容易 に違帯できうる態

勢づ くりを考えた場合、情報の共有

化が第一 に考えられる。セ ンターの

当面の活動は、情報交流を支援する

ニ ュース レターの編集 。発行 とな

る。ここには、グループや市民か ら

寄せ られた情報が載せ られる。

セ ンターの設立 にあたっていくつ

かの整理 を世話人会の中でおこなっ

た。①事務局の運営主体は市民団体

・個人であり、その財源は会費 (年

間 1日 3,000円 )や カンパによる。②

託 (小金井市本町の編集会社・ ア ト

リエネッ ト)し ていることである。

会員の市民団体・佃人は日常の活動

に追われ、新たな事務作業は大変な

重荷 になって しまう。そこで、会費

から実質程度を支払つている。

将来、情報の共有 をもとに、政策

の立案能力の向上までも市民 自らが

目指 していければ と思 う。(会 員募集

中―問い合わせはア トリエネッ トま

で  TEL 0423-34-8951)

三多摩自然環境センター

主な取 り決め事項 ‐燿的はありません (運動

作ではないため).下記は今までの確■事項.

代表   横山 十四男 (東京家政大学教授
。みんなの上手の会 )

世■人  苦干名

会■   年3000円 (1口 )

入金資格 個人・自儀保饉団体いずれも可
NEWS第 3号より)

入会申込受付中 !

3便撮書により年会費を納めてください。入

金が確口されますと正式入金となります。

なお、裏面には申込書名、連絡先住所・■

日番号、年会費口数 (何口でも可)を ご記入

下さい。入金者名はNEWSで 網介します。
※椰便振替口庄

「東京5-564140
三多摩自然環境センター」



トンポの旅

九月 ごろか ら、野川周辺でもた くさ

んの ア カ トンポ を見 か け る よ うにな

る。十月の運動会の季節 には、グラン

ドの上な どでも郡飛する姿が観察で き

ます。このアカ トンポの 90%以 上 は

アキアカネです。この トンポは、 6月

ごろに平野の水 田などで羽化 します。

しか し、その時期 にアキアカネを見か

けることはあまりあ りませ ん。なぜ な

ら、この トンポは

羽化後 ただちに山

地へ移動 して しま

うか らです。僕は、

夏 の 立 山 の 高 原

(標 高2450m)で
た くさんのアキア

カネを見たことが

あ りますが、この

ような大旅行 をす

る理由は気温のた

ンボには、他 に ミヤマサナエが知 られ

ていますが、珍 しい種類 で調布狛江辺

りには生息 していな いもの と思われ ま

す。

トンポの も う一つの旅行 の形式 と し

て、北上 というものがあ ります。最 も

普通 に見 られ るのはウスバキ トンポの

北上です。調布狛江辺 りには、七 月 ご

ろ よ り出現 し十 月頃 まで見 られ ます

が、幼虫は関東では越

冬できないため、毎年

南方 で羽化 した個体

が北上 して くるので

す。 しか し、なんでこ

のような無駄 (そ うみ

える )な 旅行 をするの

か は分 か つて いませ

ん。

北 上 して くる トン

ポには、他 にオオギン

佳孝
<i\?n+o+t)t.>

めたと言われています。その証拠に、

東北地方などではもうと低 い場所でも

観察することができます。

秋 にな り涼 しくなって くると、アキ

アカネは平野 に再来 し、稲刈 り後の水

田の泥などに産卵するのです。

このように夏 に高い山に移動する ト

ヤ ンマやハネビロ トンポが いますが、

これ らはごく稀 に飛来するだけです。

なお、ハネビロ トンポの方は以前 に狛

江で採集されました。

トンポの旅行は、まだまだ分か らな

いことの多い興味深 い問題です。

自 由 研 究 発 表 会

私は、夏休みの自由研究で、炭焼 き

を体験 しま した。炭焼きを、やろうと

思ったのは、7月 31日 の新間を見て、

きょう味をもつたからです。

その自由研究は、私一人だつたので、

よかった と思 い、発表を しました。発

表 をする前、きんちょうしま した。で

も発表すると、いがいとうまくいきま

した。でも自分の考えを発表 していな

っかたので、ちよつと、だめだなぁと

思いました。

みんなの発表 もいろいろきいてみた

けど、私 もやつてみたい、研究や、工

作がいつばいありま した。みんな、と

ても しょうずだったのですごいなあと

上ノ原小学校 4年 清水 路子

思いました。

みんなは、図書かんに行 つた りした

りして しらべていて、勉強家だなぁと

思いました。みんな、それぞれちがっ

ておも しろかつ

たです。工作な

どでは、いろい

ろ くふ うしてあ なt
って、すごいと

思 いま した。あ

ろゆ る もの を利

用 して とて も感

心 しま した 。

7-―
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′ヽヶ と わ き 水 と 蝶 と

本木 伸太郎じ郷
ハケと呼ばれる国分寺崖線沿いの林や湿地などは、身近にある今では少なくなっ

てしまった蝶たちの宝庫です。崖の上の部分や斜面を見てみましょう。昔薪や堆肥

用の落葉を採るために植えられたコナラやクヌギがあります。これらを食草とする

アカシジミやウラナミアカシジミ、ミズイロオナガシジミ、オオミドリシジミなど

が可れん4く るしいオレンジ色や濃い光たくのある緑色の花びらのように・つゆ・

0頃の夕方精の上をキラキラと飛びまわります。当時、40年位前迄ですが、木や枝

が定期的に切られていたため切ったあと新芽がたくさん出てきて、これらの蝶がた

くさん住みついていました。アラカシというドングリがなる木には、陽に当るとキ

ラッと紫色に光るムラサキシジミがいます。また、マッチ棒の頭ほどの赤い甘い実

のなるエノキは、四種の蝶の食事場です。国蝶のオオムラサキは殿さまのよう。ヒ

オ ドシ蝶は荒武者、ゴマダラ蝶は初障の若武者、チラチラと飛んではすぐ姿がみえ

なくなるテング蝶は忍者といったところでしょうか。みな力強い感じの蝶たちです。

サンショやコクサギなどミカン類は、オオガアゲハ、カラスアゲハ、クロアゲハ、

アゲハなどが食べます。幼虫が笹などにつくアプラムシを食べるチョッと変ったゴ

イルジミも見られるかもしれません。

♀裏

保育社『標準原色図鑑全集 1

環・蛾』 (白水隆・黒子浩著 )

より。

さを、
‐
林の縁にはつる草が生えていますね。藤やくずの花のつばみを食べるウラ

ギンシジミは、銀色の折り紙で作った飛行機がすばらしいスピードでドツグファイ

トをしているようで、はじめて目にした時は、 ドキンとするはずです。小粒のサフ

ァイヤのようなルリシジミ、やはり藤などが食草。カナムグラを食べるキタテハは

今でもたくさんいます。そして湧水の近くや流れの縁にハンノホがあればエメラル

ド色のミドリシジミがいます。また、トゲのあるイボタの木は、ウラゴマダラシジ

ミ専用、温地にはえるセリとかミツパにはキアゲハ、スイパやギミギシにはベニシ

ジミ、柳の類があればコムラサキがいます。タネツケパナは妖精のように清楚なツ

マキ嫌の食べ物で春の連休頃だけ姿を現わします。すでにかなり少なくなってしま

った租顕もかなりあります。皆さんの身近なところの崖線沿いにこんな木や湧水湿

地などがあれば、まだまだ美しい蝶を見るチャンスがあります。草刈りや植樹の時

には、爆や虫の事なども思い出して下さい。

ウラナ ミアカシジ ミ



炭 焼 き キ ヤ ン プ 体 験 報 告
大木 健次

1.キ ャンプデータ

日時 1992年 11月 27日 、 28日
場所   深大寺南町 カニ山キャンプ場
主催   野川で遊ぶまちづ くりの会

議師   広若氏 (炭焼 きの会 )

参加人員 35名 (7家族 )

参加費  1泊 2000日 、当日 1000円
2.目 的
会のメンパーを中心に炭焼 きを体験 し、習得する機会 を持つ。

3.経過
27日 9:00～ 10:00  炭材をカニ山ふもとより広場へ運ぶ。

10:00～ 12:00  広若氏ほか 2名 の指導 を受 け、伏せ焼 き用のカマ掘 り
及び炭材の配置、覆いをする。 ドラム缶ガマの設置。
火付けを し、火勢を強める為の送風をうちわで行う。

12:00-15:00
16:00-18:00
18:00-23:00
23:00-

28日 9:00～ 12:00

12:00´‐15:00
15:00-16:00

送風終了。カマの焚 き口を縮少。
夕食準備 .テ ン ト設営。防雨用天幕設営。
夕食、懇談 .カ マを密封。
1時間毎 にカマを点検。
朝食。天幕撤去。

昼食。テン ト撤去。
炭出 し。広若氏 による解説 .解散。

4.反省
。内々での開催 とはいえ、参加人員が少な く、労力的にも必要最低限ギ リギ リ(講
師 3名 を含めて )の上、収支が赤字になった。
・焼き上がった炭の質が思ったよりも軽かった。 (今回の時間設定 としてはベス
トの質なのかも しれないが )

・ 準備から、当日の運営、資材調1達 、終了後の運搬まで代表に頼るところが大 き
すぎた。
。雨への対処も含めて無事に所定の目的を達せ られた。
5.感想
広若氏が 27日 10:00A M、 、伏せ焼 きガマに配置 する炭材 を手 に思わず言つ

た。「 (何 の開会宣言も挨拶もないまま)ダーっとやっちゃっていいんですか ?」

それほど、人出は足 りなかった し、工程 を時間通 りこなすことにメンパーは追わ
れていた。その時、外部か らの参加者 、女性 2名 。 しか し終わってみれば、学術
的、趣味的に炭焼きを楽 しむぜいたくとは多少かけ離れていたものの、炭焼 き(伏
せ焼き)の全工程を目にし、体験 し、一部記録することはできた。というか実情
はキャンプ運営 に必要な食事作 り、テン ト設営か ら、季節が らたき火、防雨の為
の設備、翌 日の丸太運び (余 った炭材用の丸太をキャンプ場のイスとして運び、
埋めた。)ま で、全メンパー体を動かすことに追われていたということ。

一段落 し、たき火を目んで夜の懇談に花が咲いた・・・ 。その頃は昼の疲れが
ドッと押 し寄せて・・・ 。ただ、晩秋の山のキャンプ というものは(し かも雨降
りの中で )思 いの外のもので、いい楽 しみを覚えたと思った。寒い雨の降る土曜
日なんてふつうならTV見 てゴロゴロするくらいなもの。一日分いつもより有意
義な時間を過ごさせていただいた。講師、メンパーの皆 さんに感謝 したい。



炭 焼 き 体 験 に 参 加 し て

昨年 の 11月 、「炭焼 き体験 」に

参加 させ て も らいま した。今 回の私

の 目的 は 、実 は炭焼 きはもち諭 です

が 一 泊 の キ ャ ンプ を子 供 に是 非体

験 させ た い、 という事 で した。とこ

ろが 当 日はあ いに くの天候 。一 日目

は私 は都合 で参加 が遅 れ 、か けつ け

たの は夜半 過 ぎ、ます ます雨足 が激

しくな る中 、自然 広場 にポォ ッ とけ

む る焚 人の あか り。「あ っ、お母 さ

んだ !」 と元気 な子姜 の声が聞 こえ

ます。炭の窯入れ作業 を終 え、夕食

を と りなが ら くつ ろ いで い る と こ

ろで した 。子供 に とって生 まれ て初

めての キャ ンプの夜 ,そ の上友 達 と

一緒 に夜 通 し過 ごす楽 しみ は格 号1

で .冷 た い雨な ど関係 な い といつた

様子 です .:炭 焼 きの方 は二 の次 に

見 える lt力,イ ■、まっい 1,ヽ か 1)と

私 は室 を見上 げ .後 髪 ひかれ る思 しi

で広場 をあ とに しま した 。ところが

一夜 明 け る と朝 方 まで の雨 が うそ

の よ う。朝 もやの立 ち こめ る中 、ま

折原 禎子

たや っ て きた私 は木 立 に囲 まれ た

広場 の さわ や か な美 しさ に感 動 し

ま した 。見 渡 す と木 の葉 をすっか り

落 と した雑木林 が広が って います 。

で も話 に よ る と こ この 本 は伸 び す

ぎて いて枝 うち しな ければ な らな

い状態 との こ とで した 。森 を守 る と

いう事 は、自然 の ま まにほ って お く

のではな く、人の手 をか す事 に よっ

て木 々だけで な く、その周辺 の小 さ

な草 、花の生態 が保 たれ る ことにも

な るの です。そ して切 り落 とされ た

枝 も炭 とな りまた生 き返 る。自然 の

恵み に感謝 し、自然 と上 手 につ き合

って い く為 に何 か努 力 す る事 の 大

切 さを感 じま し,た 。美 L′ い自然 を子

供 たちへ残 してあげ る為 にも。

初 め は子 供 の経 験 に と思 い参 加

l´ た炭 焼 き体 験 で 1″ たが 、結 局 は

ス 、了供 を通 し大 人 の私 が色 々学 ば

させて も らった ようで す。関係 者 の

皆様本 当に有難 うございま した。

す み や き キ ャ ン プ の 思 い 出

ぼ くは じつ さい にすみ をや いて

い る所 を見 るの は 、は じめ て で し

た。キャ ンプ場 につ いてか ら第 一回

目の すみ や きキ ャ ンプ でお つ じ く

んが上 村 さんた ち とい つ しよ にた

んけ ん に行 つ た とい う道 を さ んぼ

しま した 。それか らお つ しさ と しく

ん とお つ しくんの お に いち や ん と

三人 で折 り紙 をテ ン トの 中 で しま

した。ぼ くが「な ス′か テ ン トの 中で

折 る とうま く折 れな いな あ」と言 つ

た らさと しくんも「 うん。」 と言 い

ま した。夜 、み んなで た き火 を と り

か [ん で お肉や おで ん を食 べ た こ

とが一番楽 しかつたで す o

つ ぎの朝 、本の えた に、た き火の

滝坂小学校  3年  折原 貴道

火 をつ けて火遊 び を して遊 ん だ こ

ともたの しかったです。さいごにす

みをみ んなで見て、ふつ うの本が あ

んなに黒 くなるなんて、すごいな、

と思 いま した。すみ を少 しもらって

か ら帰 りま した。

こんどもあ った らまた さんか し

てみたいです。
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報告 2.講演会「 野 lllの復活 と本循環」

講師 山道省三氏 (と うきゅう環境浄化財団 )

11月 22日 (日 )に調布市福祉会館で写真 コンテス トの授賞式の後

に行われ ま した。山道先生は、り11と 人々の くらしの関わ りについて、多

くのスライ ドを ま じえてわか りやす く話 して くれま した。スライ ドは外

国の もの もあ り、 それぞれの風土に応 じて人々が川 と共生する絵はとて

も印象的で した。現在 も水路 と して利用 されているイギ リスの古い運河

や水上生活者が いるアジアの川 などです。

野川を見てみ ると、以前は農業用水 と して人々の生活に密着 していた

のが、その役割が薄れてい くに したがい、住民か ら離れていったようで

す。行政は治水 といった視点で堤防を コンク リー トで固めた時代か ら親

水 といった視点で川をいこいの場 に しよ うと しています。 し/J・ し、氏は

石で護岸 し、 コイがのさば る今の野サIIに疑問をてい しています。ハー ド

面の整備だけでな く、人々に親 しまれ るしかけといったソフ トの必要性

を説 きます。人々に親 しまれて きた川には、必ず「河童」などの伝説が

あるといいます。野 |:|に新たな伝説をつ くり、都市用水 と人々との新 し

い関係を築いてほ しいと言 って講演は終了 しま した。

都市用水 の新 しい役割 とい ‐
・ た も母は、行政が提示す る身ではな く、

そこに生活す る私たちが'こ うあ ってほ しい'と 提案すべ きだと思いま

す。野川が多 くの人 々に愛 され るために、"遊び"を 1つのキーワー ド

と して考えていきたいと思います。
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「

第 6回 野 JHわ き 水 ま つ り 」 報 告

四 方 田  清

昨秋、野川流域の美 しい自然を守 るために野川のすばらしさやそ

の源 となるわき水の大切さを紹介する「第 6回野川わき水まつり」

が実施されました。まつ りは、①わき水イベ ン ト②野川の自然写真

コンテス ト③講演会か らなります。私が参加 したわき水イベ ントと

講演会について報告 します。

報告 1_わき水イベ ン ト

10月 4日 (日 )に深大寺の敷地内で、わき水ウォークやわき水 トー

クなどのイベ ン トが行われました。ニ ジマス炭火焼 きやわき水コーヒー

などわき水に関連する模擬店が出店 し、多 くの人でにぎわいました。わ

が会では新 しくできた水車小屋で石日によるソバ粉ひきを実演 しました。

イベ ン トの中で もメイ ンの出 し物です。石日でひいた粉は、ソバガキに

して 1個 50円で試食 して もらいました。お年寄 りは「昔はよく食べた

もんだ」と懐か しが り、また若い人は「 ソバガキって何 ?」 と珍 しいの

か、粉をひくのが追いつかないほどの大盛況となりました。国内産ソバ

100%の 粉 と深大寺のわき水で作るのですからおい しいのは言 うまで

もありません。

大忙 しで疲れましたが、ソバガキの味か らこの'おいしさ"を提供 し

て くれる自然環境を大切にしたいと感 じた 1日で した。
.a

:`「

=1

◆参考 ソバガキの作 り方

①片手鍋に水を少 しはり、沸臓させる。

②①の鍋にソバ粉を入れ、手早 くは じで

かきまぜる。

③水気をとば したらできあが り。

④大根おろ し、きざみネギ、おろしショ

ウガなどの薬味としょうゆで食べると

最高。



「
鬼産 送ド姿≧」 え彗重カ メ:疑=(1992年 9月 ～ 1993年 1月 )

9月 5日  「野川シンポジウム」に参加

私は残念なが ら仕事で参加できなかったのですが、参加 した何人かの方に話を聞いた

ところ、野川に寄せる市民の熱い想いが、都の担当課長さん達に一人の人間として伝

わったらしく、シンポジウムの終 りの挨拶の中でそれぞれが自分の住まいの近 くの川

を語ることから始めたそうです。例え結論めいたものはでなくても、続けてゆく価値

のある大きな一歩だと思います。調布市においてもそうでありますように !

10月 4日  「 わき水まつりJ第一部わき水イベント

わが会は「 そばがき作 り」担当で私は朝から終わり近 くまで水車を使 って粉ひきをや

っていて全体を見ることはできなかったのですが、盛況だらた様子。夢中になって粉

ひきを手伝ってくれた滝直子ちゃん (小 2)、 志鎌好浩君 (小 3)(お じいちゃんに

たべさせるというて紙コップー杯のそば粉を持って帰 った)あ りがとう。

1]_月 22日 山道さんの講演会及び野川写真コンテス ト

とてもいい講演会だった。イベント全体を通 して「地下水を守る会」の蒲生さん、大

木さんの頑張りが大きかったと思う。感謝 します。

11月 27～ 28日  第 2回炭焼 きキャンプ

今回は全員で体験できるようにということで少人数で行 ったのだが、少人数すぎて、

またどしゃぶりの雨にもたたられて大変だった。ずぷぬれ泥だらけになって一緒にや

って下さった講師の広若さん、野中さん達にはただ感謝、感謝 !

「 消費者まつり」実行委員会参加 (2月 25、 27、 28日 )

毎年消団連が行ってきた消費展を発展させて「第一回消費者まつり」として環境問題

をテーマに行うという呼びかけに応じて参加.サ プタイ トルの「共に生きるまちをめ

ざして」は、虫や鳥や草花や木々、農地と都市住民、障害者やお年寄りや外国の人達

も同じ生命を持 った存在として生 きて行ける環境ということだと理解 しています。そ

して今環境問題の根源を見すえたとき、工業化社会の経済効率と貨幣価値を絶対の尺

度とするあり方が浮かび上がってきます。そこで森と土と水を守 ってきた「農」の存

在がいかに重要であるかを考え、「農」の持つ多様な価値が現代文明を救 うと主張さ

れる農大の進士先生をフォーラムの講師に迎えることができたことは喜びとするとこ

ろです。

「 あとがき」

2回にわたる炭焼きに参加 して くれた上ノ原小の清水路子ちゃん、その体験を夏休み

自由研究で発表 したそうですが、お友達が図書館で調べたり、工作 したりしたものも

大切ですが、いかにも都会人 らしいお父さんと泥まみれで真 っ黒になって掘 り出 した

炭の感触や炭焼きの臭い、猛烈に吹き上げる煙の色の変化などを直に体験 したことが

何より貴重だと思います。そしてきっと自然を愛する大人になって くれるで しよう。

(文責依田)
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